
　国内では東日本大震災や熊本地震、地球温暖化の影響を受け、
年々激しくなる大雨や台風など、大規模自然災害による被害が多発しています。
　志布志市においても、近年大雨による被害が見受けられ、市民の皆様が
安全・安心して生活できるように、災害に強いまちづくりに取り組んでいます。
　また、防災の基本は、自助・共助・公助ですが、大規模災害発生時には、
日頃から災害に備えることや早めの避難などを行う「自助」、
地域で協力して助け合う「共助」、行政や消防、警察等による「公助」があり、
まずは「自助」「共助」の力が何より重要です。
　今回作成しました「志布志市総合防災マップ」は、市内各所の土砂災害警戒区域、土
砂災害特別警戒区域及び津波浸水想定区域の他に、防災に関する多くの情報を掲載して
います。今後の地域防災活動等にご活用頂いて、被害の出ない安全・安心なまちづくり
の一助となりますように願っております。

「Ｓ」を図案化し、未来に向かって行く
活気のある住民を感嘆符に見立て、

右には豊かな自然の恵みにあふれた大地を、
左には志布志港を表し、誰もが住みよい、

住み続けたいやすらぎとにぎわいの町をイメージ。

志布志市は「志のあふれるまち」を基本理念に掲げ
共生・協働・自立の社会づくりを推進しています。
平成19年４月24日、「しぶしの日」の記念日を

制定して「志のまち」を宣言しました。
「志」をイメージした親しみの持てるシンボルマークの
活用により志のあふれるまちづくりを推進します。

「ひまわり」は、子どもから大人まで
広く親しまれており、栽培もしやすく、

市内のあらゆるところで見ることができます。
太陽をイメージさせる明るさや

空に向かってまっすぐ伸びる姿勢は、
未来に向けて躍進する志布志市と重なります。

「びろう」は、志布志港の象徴である枇榔島に
自生しており、青い海とよく似合います。
葉の広がりが志布志市の発展を予感させ、
人を優しく包み込むイメージがあり、
幹も大きく忍耐強さを感じます。
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